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【目的】過酢酸キノーサンＰＡ（ＰＡ）の透析機器洗浄剤としての有用性について検討し

た。 

【方法】ＰＡ（ｐＨ1.80）35～500 倍希釈を用いて接蝕時間（0.5、1.0、5.0 分）における大

腸菌、緑膿菌、真菌への殺菌性をみるために４８時間培養を行った。排液ラインのシ

リコンチューブ内に析出した乳白色のゲル状物質への洗浄性をＰＡ及び次亜塩素酸

Ｎａに１２時間浸漬させ観察した。個人用透析機器の洗浄、消毒をＰＡ５０倍希釈の滞

留法にて行い、装置部品の酸化鉄の除去性及び水洗性について評価した。 

【結果】ＰＡ50 倍希釈では 0.5 分で各菌への殺菌性を認めた。接触時間 5.0 分におい

て、大腸菌、緑農菌では500倍希釈、真菌では100倍希釈で死滅した。次亜塩素酸Ｎ

ａではゲル状物質が溶解されているのに対し、ＰＡでは剥離が観られた。滞留洗浄に

て部品の除錆効果がみられ、炭酸Ｃａの析出を配管内に認めなかった。水洗性にお

いて、ｐＨは水洗 15 分でＲＯ水同等、残留過酸化水素は 10 分で検出感度以下となっ

た。 

【結論】キノーサンＰＡは殺菌性、酸洗効果を兼ねそなえ、透析機器洗浄剤として有用

であると思われた。 

 


